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●円満朝市
7月5日（日）5時30分～　本光寺（本折町）
円満粥108杯無料振る舞い　問　本光寺
石黒　☎22・0638

●災害ボランティア市民講座
7月5日（日）9時30分～12時　第一地区コ
ミュニティセンター　無料　問　こまつ
災害ボランティア連絡会　☎/　25・1010

●あいの宮白山神社　七夕祭り
7月7日（火）10時～　白山神社（小寺町）　
和太鼓、大正琴演奏会（19時～）　駐車場
有り　問　鉄野　☎22・0269

●しあわせのいえ
◎むくみ改善ヨガ　7月8日、15日いずれ
も水曜日10時30分～11時30分　定員：
15人　800円　◎育児ママ・ハンドマッ
サージ　7月15日（水）12時～15時　定
員：15人　300円（15分）　◎寄植教室・
多肉植物　7月15日（水）13時30分～14時
30分　定員：15人　2,500円　◎色彩セ
ラピー・回想法で花火づくり　7月24日
（金）10時～11時　定員：10人　1,500円
◎新米ママ・天然アロマで虫さされクリ
ーム・虫除けスプレーづくり　7月27日
（月）10時～11時30分　定員：10人　
1,200円　◎夏休みチャレンジ・フラワー
コーディネート　7月29日（水）10時～11
時　定員：15人　1,000円　◎親子レジ
ンアクセサリー作り　7月30日（木）10時
～12時　定員：10人　500円～　■申　山
田　☎47・0309

●小松市山岳協会　兜山登山
7月12日（日）8時～14時※雨天中止　大杉
冒険のとりで集合　定員：20人（先着順）
無料　■申　7月9日（木）20時までに小松市
山岳協会事務局　橘　☎21・1132

●第15回YOSAKOIソーラン日本海加賀
会場
7月18日（土）10時～19時、19日（日）10時
～20時30分　こまつ芸術劇場うらら、小
松駅周辺　無料　小松市民先着200人に
抽選券付き優待券を配布　問　井下　☎
080・2952・3331

●南加賀おやこ交流会
7月19日（日）～20日（月・祝）　国立能登
青少年交流の家　定員：ひとり親家庭の
親子20人（先着順）　大人4,500円、子供
3,000円　■申　7月9日（木）までにこども
家庭課（母子寡婦福祉協会）　☎24・8057

●認知症ケアコミュニティリーダー養
成研修会　一般公開講座
7月19日（日）14時～15時30分　「認知症の
理解」　8月30日（日）9時30分～11時30分
「認知症になっても安心して暮らせるま
ちづくり」　いずれも第一地区コミュニ
ティセンター　無料　問　こまつおもい
やりのまちづくりプロジェクト事務局　
☎090・2370・9839

●小松市水泳協会　夏休み短期水泳教室
7月20日（月・祝）～23日（木）10時30分～
11時30分　小松屋内水泳プール　対象：
小学生　4,000円　持ち物：水着、水泳帽
子　■申　初日会場で10時から受付。小松
スイミングクラブ　☎22・7042

●グリーフサポート講演会
7月20日（月・祝）13時30分～16時　勝光
寺（東町）　内容：大切な人を亡くしたと
きの悲しみとどう向き合うかを考えます。
講師：尾角光美氏　300円（18歳以下無
料）　問　勝光寺　☎22・0797

●こどもちいさなおうちづくり体験
7月23日（木）9時30分～12時　ホームソム
リエ館（今江町）　定員：親子10組（先着
順）　500円（材料、講習代）　問　キャロ
ットホーム　☎20・1289

●第15回ハンドメイドショップCHUCHU
作品展
7月23日（木）～28日（火）　スタジオ・イン
問　ラブ・シンヤ　浦場　☎24・3311

●小松ウオーキング協会
◎木場潟公園中央園地より粟津おっしょ
べ公園（12kmまたは7km）　7月25日（土）
7時45分～　木場潟公園中央園地メダカ
ハウス集合　◎早朝ウオーク 末広緑地と
前川（11km）　8月2日（日）5時45分～　JR
小松駅東口集合　いずれも500円　問　
河村　☎46・5380

●第44回石川吟詠会小松支部　吟詠大会
7月26日（日）9時30分～　市民センター大
ホール　入場無料　問　村田　☎21・
0938

●親子ふれあいボートフィッシング＆
クルージング
7月26日（日）5時～　安宅漁港と安宅沖一
帯　定員：小中学生と保護者40組（先着
順）　釣り：大人1,000円、子供500円、ク
ルージング：1家族500円　問　小松マリ
ンクラブ　吉田　☎24・0188

●小松市書道協会創立60周年記念
第48回小松市民書道公募展
◎公募展　7月31日（金）～8月2日（日）※
表彰式：8月2日（日）15時～　市民ギャラ
リールフレ　◎作品募集　対象：小松市
民、市内在勤の人、市内在学の高校生　
出品料：5,000円、高校生2,500円　■申　7
月17日（金）までに小馬出町6　小松市書道
協会事務局（つじジムキ内）　☎21・2323

●コマツ工場開放デー2015
8月2日（日）10時～16時　コマツ粟津工場
内特設会場　内容：建設機械デモンスト
レーション、試乗体験、各種模擬店など
問　コマツ粟津工場　☎43・4711

●夏休み子供生活講習会
8月4日（火）10時～15時　第一地区コミュ
ニティセンター　内容：料理、工作　対
象：小学校低学年　1,200円　問　亀田
☎22・4804

●第33回小松市民レガッタ出場者募集
8月9日（日）8時30分～13時　梯川左岸（小
松大橋ー石田橋間）　4人1組4,000円　初
心者大歓迎　■申　7月10日（金）までに小松
市ボート協会　中山　☎090・2038・3089

●ソフィア祭
8月9日（日）11時～　小松ソフィア病院　
内容：模擬店、ミニゲーム、プチ検診、講
演会など　問　中川　☎22・0751

●元プロ陸上選手  為末大氏講演会
「出会い・発見・創造キャンパス」
9月5日（土）13時30分～15時　芦城中学校
講堂　定員：小松市、能美市、川北町に
在住または在勤の人400人（先着順）　無
料　■申　8月10日（月）までに小松青年会
議所　☎22・2743

●MOA美術館小松児童作品展
作品（絵画）募集
対象：市内の小学生　内容：四つ切りま
たはB3サイズ以内（厚紙は不可）、テーマ
や画材は自由、未発表の個人作品に限り
ます　■申　9月9日（水）までに本大工町
2-16-1　実行委員会　坂本　☎21・0131

市民の皆さんの文化、スポーツ行事などを
掲載しています。詳しいことはそれぞれの
連絡先へお問い合わせください。

しみんの広場

くらしのかんづめくらしのかんづめInfo ※各種団体の情報発信、登録は『市民ポータルサイト勧進帳』へ　http://kanjincho.jp/

掲載希望の人は、掲載月の前月1日（閉庁の場合は前日）までに広報秘書課必着。市内開催の行事・市内に住む人の申し込みに限ります。
また、営利目的や営業活動につながるもの、政治・宗教活動は掲載できません。なお、スペースの都合などにより掲載できない場合が
あります。申請書は、小松市ホームページからダウンロードできます。
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松太郎　第2回　絵：みさき ※小松市立高校芸術コース美術専攻

▲この識別マークが
　目印です。
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京
都
語
由
来
の
エ
チ
ャ
ケ
ナ―

　５
月
恒
例
の
お
旅
ま
つ
り
に
加
え
、
小
松
市
木
場
潟
公

園
を
会
場
に
し
た
第
66
回
全
国
植
樹
祭
も
成
功
裏
に
終
わ

り
、
小
松
の
町
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
頃

で
し
ょ
う
。

　さ
て
、
小
松
方
言
の
語
源
シ
リ
ー
ズ
も
33
回
目
。
今
回
は
、

「
か
わ
い
ら
し
い
」の
意
味
の
方
言
、
エ
チ
ャ
ケ
ナ
を
取
り

上
げ
ま
す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ま
れ
」で
も
時
々
登

場
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
か
つ
て
の
中
央
語（
京
都

語
）に
由
来
す
る
方
言
で
す
。

エ
チ
ャ
ケ
ナ
は「
い
た
い
け
な
」に
由
来

　年
輩
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
丸
々
と
太
っ
て
元
気
そ
う

な
子
ど
も
を
見
る
と
、
ウ
マ
ソ
ナ
コ
ヤ
ネ
ー
と
い
う
褒
め

言
葉
が
口
を
つ
い
て
出
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
ウ
マ
ソ

ナ
の
語
源
に
つ
い
て
は
本
連
載
の
１
７
８
回
で
す
で
に
取

り
上
げ
ま
し
た
が
、
石
川
・
富
山
以
外
の
人
に
は
、「
お
い

し
そ
う
な
子
」と
言
わ
れ
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
が
ち
な
方
言

と
し
て
、
し
ば
し
ば
話
題
に
な
り
ま
す
。

　で
は
、
か
わ
い
ら
し
い
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
皆
さ
ん

は
何
と
言
う
で
し
ょ
う
。
年
輩
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
エ

チ
ャ
ケ
ナ
コ
ヤ
ネ
ー
と
言
う
方
が
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
小
松
で
は
エ
チ
ャ
ケ
ナ
が
一
般
的
で
す
が
、
石
川
県

内
で
は
イ
チ
ャ
ケ
ナ
の
形
も
聞
か
れ
ま
す
。

　エ
チ
ャ
ケ
ナ（
イ
チ
ャ
ケ
ナ
）の
語
源
は
か
つ
て
の
中
央

語（
京
都
語
）の「
い
た
い
け
な
」で
す
。『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』（
小
学
館
）に
よ
れ
ば
、
中
世
の
１
５
０
０
年
代
の

文
献「
中
華
若
木
詩
抄
」（
１
５
２
０
頃
）、「
運
歩
色
葉
」（
１

５
４
８
）、「
玉
塵
抄
」（
１
５
６
３
）な
ど
に
用
例
が
見
え
る

「
幼
く
て
か
わ
い
ら
し
い
さ
ま
。
素
朴
な
さ
ま
。
ま
た
、
子

ど
も
な
ど
の
い
じ
ら
し
い
さ
ま
」の
意
味
を
表
す「
い
た
い

け
な
」に
由
来
す
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
京
都
か

ら
北
陸
に
伝
播
す
る
過
程
で
、「
い
た
い
け
な
」が
イ
チ
ャ
イ

ケ
ナ
、
そ
し
て
イ
チ
ャ
ケ
ナ
、
さ
ら
に
エ
チ
ャ
ケ
ナ
と
発

音
が
変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　現
代
語
で
は
、「
い
た
い
け
な
」と
い
う
と
、「
幼
く
て
、
罪

が
な
い
。
い
じ
ら
し
い
」と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
古
語「
い
た
い
け
な
」の
意
味
の
一
部
が
現
代
の
共

通
語
に
残
っ
た
も
の
で
す
。
一
方
、
小
松
方
言
の
エ
チ
ャ

ケ
ナ
は
、
古
語「
い
た
い
け
な
」の
意
味
の
う
ち
、
現
代
共

通
語
の「
い
た
い
け
な
」か
ら
は
消
え
て
し
ま
っ
た「（
幼
く

て
）か
わ
い
ら
し
い
」の
意
味
を
残
し
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。『
日
本
方
言
大
辞
典
』（
小
学
館
）を
見
る
と
、

「
幼
児
な
ど
の
愛
ら
し
い
さ
ま
」を
指
す
方
言「
い
ち
ゃ
け
」

は
、
富
山
・
石
川
両
県
と
石
川
の
す
ぐ
南
の
福
井
県
旧
坂

井
郡
に
分
布
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

小
松
方
言
の
語
源

　その
33

「あら～、エチャケナ子やねぇ」

連
載

－◥◤
全
国
植
樹
祭
エ
ピ
ロ
ー
グ
◢◣－

　好
天
の
も
と
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、
全
国
植

樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
万
１
千
人
が
参
加
し
た
式

典
で
は
、
曳
山
口
上
や
産
業
機
械
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
、
小
松
な
ら
で
は
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　当
日
、
天
皇
陛
下
が
お
手
植
え
さ
れ
た
マ
ツ
・
ケ
ヤ
キ
・

ス
ギ
の
３
本
の
樹
種
は
、
か
つ
て
加
賀
藩
が
森
林
政
策
の
た

め
に
制
定
し
た｢

七
木
の
制｣

で
も
指
定
さ
れ
た
樹
木
で
、
こ

の
３
種
に
限
っ
て
は
、
加
賀
藩
三
州（
加
賀
・
能
登
・
越
中
）

共
通
の
禁
伐
の
木
と
し
て
厚
く
保
護
さ
れ
、
伐
採
に
は
藩
の

許
可
が
必
要
で
し
た
。

　会
場
に
な
っ
た
木
場
潟
は
、
名
前
の
由
来
の
と
お
り
木
材

の
集
積
地
で
、
大
杉
・
丸
山
・
日
用
な
ど
の
生
産
地
か
ら
安

宅
沖
に
運
ぶ
た
め
の
拠
点
で
し
た
。
昭
和
40
年
代
ま
で
、
今

江
潟
、
柴
山
潟
と
と
も
に
加
賀
三
湖
と
呼
ば
れ
、
帆
舟
の
浮

か
ぶ
風
光
明
媚
な
場
所
で
し
た
。
し
か
し
、
潟
の
影
響
で
塩

害
が
発
生
し
た
り
、
水
田
が
水
没
し
た
り
と
被
害
が
大
き
く
、

干
拓
事
業
に
よ
っ
て
今
江
潟
は
埋
め
ら
れ
農
地
と
な
り
ま
し

た
。
木
場
潟
は
用
水
源
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
、
干
拓

は
避
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
陰
で
、
今
で
は
木
場
潟
か
ら
望
む

白
山
の
眺
望
は
絶
景
で
、
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　植
樹
祭
を
契
機
に
木
と
と
も

に
生
き
る
伝
統
文
化
が
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
伝
統
を
次
世

代
に
つ
な
ぎ
、
未
来
に
届
け
た

い
も
の
で
す
。

教
育
庶
務
課
市
史
編
纂
担
当

　

☎
24
・
８
２
７
４

ほ

で
ん 

ぱ

賢い消費者になろう

消費せいかつ
あんしん相談センター　   ☎24・8071
消費者ホットライン　☎0570・064・370

問い合わせ

「携帯電話を契約するアルバ
イト」を見付け、携帯電話4台

を自分名義で契約しアルバイト先へ
送った。1台に付き1万円の報酬を得
たが、後日、高額な利用料金を請求
された。

絶対しない 携帯電話契約の名義貸しアルバイト

トラブル回避のポイント

◆アルバイト先からは利用料金は支
払わなくてもよいと説明されますが、
利用料金は名義人に支払い義務が発
生します。
◆自分名義で購入した通話可能な携
帯端末やSIMカードなどを、無断で
第3者に譲渡することは法律で禁止
されています。アルバイト感覚で犯
罪に加担しないようにしましょう。

事例

携
帯
電
話
会
社
か
ら

請
求
さ
れ
る
利
用
料
金
は

あ
な
た
が
支
払
う
の
よ

そ
う
だ
っ
た

の
か
！

今
月
は
小
遣
い
が
足
り
な
い

い
ろ
い
ろ
使
い
過
ぎ
た…

…

譲
渡
し
た
携
帯
電
話
が

犯
罪
に
使
わ
れ
た
ら

罪
に
問
わ
れ

る
こ
と
も

あ
る
の
よ

怖
い
ね
ぇ
。
じ
ゃ
あ

 

小
遣
い
を
上
げ

ま
せ
ん
！

今
や
っ
て
る
仕
事
の
ほ
か
に

簡
単
に
稼
げ
る
ア
ル
バ
イ
ト

　は
無
い
か
な
ぁ

お
、
携
帯
電
話
を
契
約
し
て

送
付
す
る
だ
け
で
１
万
円
!?

ダ
メ
よ
！
あ
な
た
！

日常生活でよく利用する食品トレーやお菓子の袋などの容器包装プラスチック。
きれいに水洗いし、きちんと分別・リサイクルして、資源として生かしていきましょう。

容器包装プラスチックの分別に
ご協力をお願いしますごみナビ vol.6

問い合わせ　環境推進課　☎24・8069

　これからは食べ物などが傷みやす

い季節です。必要なものを必要な分だ

け購入し、余分な生ごみを増やさない

よう心掛けましょう。

■容器包装プラスチックとなるもの

2,386トン

平成20年度同月比  約11％減

▲式典会場での植樹の様子

※対象外のもの（これらは一般ごみとして捨ててください）
◎プラスチック商品そのもの（プラスチックのハンガーやスポンジ）
◎商品の付属品（飲料パックのストローや弁当のスプーン）
◎中身が残っているチューブ類（マヨネーズや練りわさび、歯磨き粉
など）

　お菓子の袋やペットボトルのふた・ラベルなど。また、食品トレー
やカップ麺のカップ、洗剤の容器なども対象になります。

平成27年4月分
一般ごみ排出量

ふ
う
こ
う
め
い
び


